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Ａ，Ｂ，Ｃ，Ａ地点 = Sianemba村 と Siameja村，Ｂ地点 = Chanzika村，Ｃ地点 = Siachaya
村における計６つの異なる圃場）の 2008/09 年のシーズンに２～３作期で栽培した（栽植
密度 3.3 本/m2）。対照区（11 月下旬～12 月上旬，第１表）を基準に 10 日，20 日作期を遅
らせる試験区を設置した。栽培は施肥，薬散等は行わない現地の慣行法に沿った。除草は
適宜，実施した。各試験区のサイズは対照区が 20m×20ｍ，作期移動区が 10m×20mとし
た。出芽日，開花日を調査するとともに，収穫期（3月下旬から 4月上旬）に子実収量（70℃
乾燥）を調査した。Ａ地点とＣ地点では降水量，日射量，気温，風速を計測し，Ｂ地点に
ついては気温のみを計測した。 
 
3. 結果と考察 
１） 子実収量は，いずれの年次，地点においても，遅植えすることにより，平均で 19％
低下した。その低下には全バイオマスならびに収穫指数が関係していた。 
２） 相対収量（遅植え/対照）について，播種後 30日間平均の気温，風速，日射量，降
水量との関係をとると，日射量と降水量との間では明瞭な関係が認めれず，気温と風
速との間で密接な関係が認められた。すなわち，気温が低く，風速が強い条件では，
遅植えによる収量低下が大きくなることを示した。 
３） 以上，２シーズンの気象条件かつ作期の範囲では，いずれの地点においても通常
の植え付け時期が最も高い収量性を示し，その妥当性が明らかとなった。 
